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作成した冊子を手にする橋本さん。新ルート周辺は密集した住宅地が多く「音のはね返りもあって騒音の影響が大きい」と話す＝品川区南大井で
　都心上空を飛ぶ羽田空港の新飛行ルートの是非を問うため一昨年、住民投票の実施を目指して署名を集めた品川区の住民グループ「区民投票を成功させる会」が活動の経過をまとめた小冊子（十一ページ）を作った。夏の参院選、十月の区長選、来春の区議選と選挙が続くことから「自治を考える上で参考にしてほしい」と訴えている。（井上靖史）
　区内は、約三百メートルの高度で大井町駅上空を飛ぶなど騒音被害や落下物の危険性が深刻。メンバーは一昨年、有権者の五十分の一を上回る二万七百六十人の有効署名を集めて住民投票を直接請求した。浜野健区長は実施の条例案に反対意見を付け、区議会は僅差で否決。実現しなかった。
　メンバーから「振り返りは必要」との声があり、カンパで集まった資金で約八千部を作った。冊子には署名を集めた経過や「騒音は命にかかわる問題です」と題した視覚障害者の訴え、憲法や地方自治法などに照らしても、こうした問題があってはならないという指摘が盛り込まれている。
　会が昨年七月に東大井や勝島一地区で実施したアンケート結果も載せた。被害状況について「平穏な日常生活が送れない」という回答が圧倒的に多く、騒音により「窓を開けての換気ができない」「リモートでの学習や商談に支障」と、新型コロナ下の生活への影響を訴える声もあったという。
　新飛行ルートを巡っては直下に近い渋谷区で先月、飛行機から落下した可能性がある氷塊が見つかった。冊子の作成に携わった会メンバー、橋本悦夫さん（７１）＝品川区南大井＝は「危険性をあらためて感じている。自治意識を喚起し、一日でも早く新飛行ルートをやめさせたい」と話した。
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